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アプローチリストをCSVで登録した内容が、アプローチ画面、アプローチ詳細画面、

リード管理画面、担当者一覧の画面のそれぞれどこに反映されるのか、

その表示場所についてご案内致します。

※例として、当社の提供するフォーマットを使用した際のご案内になります。 2



アプローチリストをCSVで登録するには、

①上部メニューの「リスト」から、②「アプローチリスト」を選択し、

③「アプローチリスト登録」をクリックします。

①

③②
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④

④アプローチリストを作成画面に遷移しますので、「CSVで登録」をクリックします。
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おススメ①インポート時に項目が自動選択されるようにする方法として、
まず、インポート画面より「CSVフォーマットダウンロード」をクリックし、Excelファイルをダウンロードします。

⑤「CSVフォーマットダウンロード」をクリックし、当社のフォーマット(Excel)ファイルをダウンロードして、

顧客情報などを完成させ、アプローチリスト登録を行います。

※アプローチリストをCSVから登録する方法は、別のマニュアル「CSVファイルからアプローチリストを登録する方法」でご案内しております。

⑤
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ジャンルや業種、企業名などExcelファイルに入っている項目は、インポート時に自動で選択され表示されます。

※SalesCrowd内の項目名と「完全一致」でないと自動で反映されません。
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⑥

⑦

アプローチリストを登録した後は、実際にどこに表示されているか確認します。

⑥アプローチリスト一覧で、登録したアプローチリストにチェックを入れ、

⑦「アプローチ実行」をクリックし、⑧「実行」をクリックします。

※アプローチリスト一覧のページは、リスト＞アプローチリスト＞アプローチリスト一覧 を選択して開きます。 7

⑧



⑨アプローチ画面に遷移し、こちらにアプローチリストに登録した内容が反映されます。

⑨
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アプローチ画面では、⑩「表示項目のカスタマイズ」をクリックし、

⑪表示させたい項目にチェックを入れると必要なものだけを表示させることも出来ます。

⑩

⑪
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⑫アプローチ画面で、「詳細」をクリックします。

⑫
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⑬企業詳細画面が開き、下部の企業情報にも、登録された内容が反映されています。

※郵便番号が表示されないなど、アプローチ画面とは表示される項目が異なります。

⑬
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⑭部署（拠点）名が登録されているので、このボタンをクリックすると、

詳細画面が開き、登録された部署（拠点）の情報が反映されていることが分かります。

⑭
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⑮「アポイント」などの結果登録で担当者情報を入力する際に、

⑯「既存担当者情報を入力」を選択すると、CSVで登録した担当者を選択出来ます。

⑮

⑯
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⑰「リード」→「一覧」のリード管理画面でも、CSVから登録した情報や、

「アポイント」などの結果登録をした内容が確認出来ます。

⑰
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⑱「MA」→「担当者一覧」→「詳細」の担当者詳細画面でもCSVから登録した情報や、

「アポイント」などの結果登録をした内容が確認出来ます。
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⑱


